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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
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務
省
在
外
職
員
の
手
当
削
減
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
在
外
職
員
の
手
当
削
減
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

財
政
制
度
等
審
議
会
は
、
財
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
財
務
省
に
置

か
れ
て
い
る
審
議
会
で
あ
り
、
財
務
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
、
国
の
予
算
、
決
算
及
び
会
計
の
制
度
に
関
す
る
重
要
事
項
を

調
査
審
議
す
る
等
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

財
務
省
と
し
て
、
御
指
摘
の
報
道
は
承
知
し
て
い
る
。
平
成
十
八
年
十
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
財
政
制
度
等
審
議
会
に

お
い
て
は
、
在
勤
手
当
の
水
準
が
合
理
的
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

財
務
省
と
し
て
、
御
指
摘
の
報
道
は
承
知
し
て
お
り
、
こ
の
報
道
で
言
及
さ
れ
た
資
料
は
、
平
成
十
八
年
十
月
十
三
日
に

開
催
さ
れ
た
財
政
制
度
等
審
議
会
に
お
い
て
配
付
さ
れ
、
公
表
さ
れ
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

在
勤
手
当
の
支
給
額
に
つ
い
て
は
、
在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に

一



関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
九
十
三
号
）
に
基
づ
き
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
適
正
な
額
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

二


